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どうみょうじ
道明寺

所在地：八尾市教興寺 558
　　　　（河内三十三ヶ所第 14 番札所）
最寄駅：近鉄信貴線「信貴山口」駅から南へ約 1.0 ㎞
見学：境内は自由
TEL：072-941-1670

　梅岩寺は、聖徳太子の開祖で日本で最も
古い寺院の一つである。用明天皇2年（587）
太子14歳の時、仏教受容の可否をめぐって、
蘇我氏と物部氏の戦いとなったが、崇仏派の
蘇我氏は三度敗退を余儀なくされた。ときに
軍陣に在った太子は夢告によって山中のヌル
デ（山野にはえる漆科の落葉小高木で高さ6
メートルくらい。秋早く美しく紅葉するので、
ヌルデモミジとも言う。）の木を捜し求めて、
四天王像を刻み戦勝の祈願を行った。これ
により蘇我氏が勝利を得て、ここに仏法興隆
の基がきずかれ後に太子は、このヌルデを
求めた地に観音像を祀られたのが当寺の始ま
りであると伝えられている。その後、寛文年
間（1661 ～ 73）に黄檗開山隠元禅師がこ
の地に巡錫し、弟子の木庵禅師に命じ黄檗
宗の寺として復興させ自ら染筆し、「寿福山」
の山号の額を造らしめ、禅寺として黄檗宗の

念仏禅を宗旨として現在に至っている。参道
の階段を上がると中国のお寺を思わせる山
門がある。山門に掲げられている額は隠元
禅師筆のコピーであるが、本物は傷みを避け
るため本堂に保存されている。本堂には本尊
の聖観世音菩薩（平安時代末期の作）をは
じめ聖徳太子像、弁財天像などが祀られてい
る。また、当寺は八尾市の東部信貴山麓の
中腹にあり、山門からは視線を遮るものがな
く大変見晴らしの良いところに位置している。
春の桜・夏の新緑・秋の紅葉・冬の雪景色

（？）だけは少ないが四季折々に自然を楽し
めるお寺である。今回も取材に行った時は梅
雨明けの蒸し暑い日であったが、一歩境内に
足を踏み入れると、ひんやりとした空気か流
れ、都会（？）の喧騒を忘れさせる場所である。
また、夜景を楽しめる八尾の数少ないデート
スポットの一つでもある。 　　  （新田俊明）

所在地：藤井寺市道明寺 1-14-31
最寄駅：近鉄南大阪線道明寺駅下車西へ徒歩 5 分
　　　　土師ノ里駅下車南へ徒歩 3 分
拝観日：毎月 18 日と 25 日、9：00 〜 16：00
拝観料：500 円
TEL：072-955-0133

　旧東高野街道を挟んで、東側に道明寺天
満宮、西側に道明寺が位置する。
　こじんまりと清楚で清げな印象を受ける道
明寺は真言宗の尼寺で、山号を蓮土山という。
寺伝によると、聖徳太子がこの地に尼僧の寺
院を建立するにあたり、代々仏教文化導入に
積極的であった土師氏一族の連八嶋が天満
宮の南側に位置する自宅の一部を寄進したも
ので、東西320m、南北640mの広大な境内
に、五重の塔、金堂をはじめとする四天王寺
形式の七堂伽藍を完成させ、土師寺と称した。
　南北朝や戦国時代の兵乱で消失したが、
織田信長、豊臣秀吉、徳川代々の将軍等の
庇護によって復興するも、度々の石川の氾濫
によって荒廃していった。特に江戸時代の大
洪水の被害は大きく、天満宮の境内に再建さ
れた。明治５年の神仏分離令により天満宮
から分離し、現在地に三度目の移転をした。

　通りから奥まった山門をくぐると、右手に
大師堂、庫裏と客殿が続き、正面に1919（大
正8年）に完成した本堂、さらに左手に位牌
堂、楼門が位置する。
　本堂内に、菅原道真自作という藤原時代
初期の十一面観世音菩薩像（国宝）、鎌倉
時代の聖徳太子立像（国重文）、「試みの観
音」といわれる藤原時代の十一面観音立像

（国重文）等が安置されている。平安中期
に道真の号「道明」をとって、土師寺から
道明寺と改称された。
　また、浄瑠璃の「菅原伝授手摺鑑、道明
寺の場」は、大宰府に左遷される道真と伯
母の覚寿尼との別れを描いている。

（鶴田晴子）

＊土師氏は、古墳築造などに活躍した土木集団
で、「土師の里」にその名を残す。奈良時代に
菅原の姓を賜り菅原と名乗る。道真の先祖。
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